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No.

83

議員報酬・議員定数・政務活動費、小中一貫教育、
小・中学校統廃合、いじめ問題、待機児童対策、
少子高齢化・人口減少対策、空き家対策、防災対策、
観光客誘致や観光資源活用、市立病院の経営状
況、有害鳥獣対策、市内道路の維持管理、コミ
ュニティバス、ゴミの分別の周知、上下水道の維
持管理　など

　市民の皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎
えのことと、心よりお慶び申し上げます。
　また日頃より、市議会に対しご理解とご協力を賜り、
心から感謝申し上げます。
　昨年、12 月定例会において名張市議会は議員提案の５つ
目の条例となる『「食べてだあこ」名張のお菓子でおもてな
し条例』を全会一致で可決しました。今後も、おもてなしの
心を大切にしながら、お菓子の文化および産業の振興を図る
取組みが次世代に引き継がれていくことを期待しています。

　さて本年は、市はもとより国・県においても新たな事業
が予定され、計画の具体案が示される節目の年となります。
　議会としても幅広い課題や新たな動きに対応する必要
があり、専門性や、より一層の活性化が求められている
ことから、議会基本条例に準ずる条例の制定や通年議会
導入の検討、政務活動費の領収書を名張市議会 HP で公
開するなどの議会改革に努めてまいります。
　市民の皆さまにおかれましては、名張市議会に対する
変わらぬご理解とご協力を賜りますとともに、ご健勝で
ご活躍されますことをお祈りし、年頭のご挨拶とさせて
いただきます。
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なばり市議会だより
平成29年1月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

名張市議会議長

細矢 一宏

議
会
報
告
会
を
実
施

参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
５
日
か
ら
12
月
16
日
の
間
、
市
内

の
15
地
域
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、
計
２
３
２
人
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
開
催
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
で
は
９
月
定
例
会
の
審

議
内
容
の
報
告
の
後
、
懇
談
を
行
い
、

各
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
市
議
会
や

市
政
、
各
地
域
で
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
幅
広
い
ご
意
見
と
ご
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
市
議
会
へ
は「
議
員
報
酬・議
員
定
数・

11 月 16 日　薦原市民センター

11 月 27 日　名張市民センター

11 月 23 日　つつじが丘市民センター

11 月 29 日　すずらん台市民センター

新年のごあいさつ

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
」「
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
な
ど

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」「
待
機
児
童

対
策
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
」「
人
口
減

少
対
策
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
」「
防
災

対
策
の
充
実
を
求
め
る
」
な
ど
の
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

今
後
の
議
会
活
動
や
市
政
へ
の
提
言
な

ど
に
生
か
し
、
今
後
も
議
会
報
告
会
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　■ 市政に対してのご意見
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AQ＆ 8 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

● 

産
業
・
ま
ち
づ
く
り

防
災
対
策
と
し
て
、
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

守
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
名
張
市
地
域
防
災
計
画
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
な
い
た
め
市
民
は

知
ら
な
い
。
こ
の
計
画
に
自

助
・
共
助
の
考
え
方
を
明
記

す
る
よ
う
改
善
す
べ
き
だ
。

命
を
守
る
防
災
計
画
に

Q市
民
の
責
務
と
し
て
、「
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
防

災
の
原
点
に
立
ち
、
自
助
・
共

助
の
部
分
に
つ
い
て
、
市
民
や

自
主
防
災
組
織
が
防
災
力
向
上

を
図
れ
る
よ
う
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
表
現
し
た
も
の
に
見

直
す
。
な
お
、
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
市
民
か
ら
幅
広

い
意
見
を
い
た
だ
き
、
地
域
防

災
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
情
報
を
発
信

し
て
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
い
。 市

民
に
知
っ
て
も
ら
う

A

名
張
市
の
人
口
は
８
万
人
を
切

っ
た
。
二
世
代
・
三
世
代
の
居

住
を
促
し
、暮
ら
す
ま
ち
〝
名
張
〞

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
名
張
で

育
っ
た
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
子

育
て
世
代
の
Ⅰ
タ
ー
ン
を
増
や

す
た
め
伊
賀
や
大
阪
へ
の
通
勤

通
学
環
境
の
整
備
、
産
み
育
て

る
環
境
作
り
を
望
む
。

通
勤
通
学
環
境
の
整
備

Q国
道
３
６
８
号
の
４
車
線
化
は

早
期
実
現
に
向
け
て
、
国
・
県

に
要
望
を
続
け
て
い
く
。
ま
た
、

近
鉄
電
車
で
の
快
適
な
通
勤
通

学
は
近
鉄
に
働
き
か
け
て
い
く
。

暮
ら
す
ま
ち〝
名
張
〞に
向
け
て
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」「
新
・
理
想
郷
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
。

新
理
想
郷
プ
ラ
ン
で

A

依
然
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
我
々
議
員
に
対
し
て
要
望
・

陳
情
が
多
い
の
は
、
街
路
樹
の

剪せ
ん
て
い定
お
よ
び
伐
採
な
ど
の
道
路

維
持
関
連
の
案
件
で
あ
る
。
行

政
に
は
予
算
の
拡
充
と
同
時
に
、

仕
事
の
工
夫
や
思
い
切
っ
た
施

策
方
針
の
転
換
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

道
路
維
持
管
理
は

Q道
路
維
持
管
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
要
望
や
苦
情
が
多
い
。
予
防

対
策
を
優
先
に
進
め
る
の
が
一

般
的
に
効
率
が
良
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
は
、
公
共
施
設

全
体
の
維
持
管
理
の
観
点
か
ら

仕
事
の
優
先
順
位
な
ど
を
含
め

検
討
し
見
直
し
て
い
き
た
い
。

優
先
順
位
な
ど
検
討

A

● 

消
防
・
防
災

県
は
、
消
防
広
域
化
の
効
果
や

メ
リ
ッ
ト
が
具
体
的
に
期
待
さ

れ
る
地
域
と
し
て
名
張
市
・
伊

賀
市
を
指
定
し
た
。
平
成
26
年

７
月
に
、
市
長
は
30
年
４
月
の

伊
賀
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
広
域
化
を

目
指
し
、
両
市
で
具
体
の
協
議

を
進
め
る
と
表
明
し
た
。
そ
の

後
の
進
捗
は
。

消
防
の
広
域
化

Q27
年
度
の
後
半
以
降
、
両
市
で

の
具
体
の
協
議
を
行
う
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
国
・
県
が
示
す

期
限
ま
で
残
り
わ
ず
か
で
あ
り
、

今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
地
域
医
療
体
制
の
確

立
に
向
け
た
取
組
み
と
と
も
に
、

広
域
化
の
実
現
に
向
け
た
両
市

で
の
協
議
を
継
続
し
た
い
。

両
市
で
の
協
議
を
継
続

A 森
岡 

秀
之 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

川
合 

滋 

議
員

喜
働
（
き
ど
う
）

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

森
脇 

和
德 

議
員

心
風
会

　
12
月
定
例
会（
第
３
７
３
回
）は
、

12
月
２
日
開
会
、
12
月
20
日
閉
会

の
19
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
11

件
、
一
般
議
案
３
件
、
平
成
28
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
５

件
、
条
例
制
定
や
意
見
書
提
出
に
か
か

る
議
員
提
出
議
案
２
件
で
す
。
こ
れ
ら

の
議
案
は
本
会
議
・
常
任
委
員
会
で
審

議
し
、
21
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
３

日
間
の
一
般
質
問
で
は
、
８
議
員
が
登

壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

補
正
予
算

 

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
で
５
億 

２
９
１
０
万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、

補
正
後
の
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

総
額
は
、
２
７
１
億
６
１
１
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
で
は
９
７
０
３
万
円

の
増
額
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は

６
９
３
万
円
の
増
額
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
で
は
29
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
28
年
12
月
定
例
会
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● 

福
祉
・
子
育
て

AQ＆ 質問その他

小
・
中
学
校
の
規
模
配
置
の
適

正
化
後
期
実
施
計
画
の
実
施
に

つ
い
て
、
現
在
地
域
に
説
明
に

入
っ
て
い
る
。
教
育
行
政
推
進

の
た
め
重
要
な
点
と
し
て
「
財

政
」「
子
ど
も
の
教
育
環
境
」「
子

ど
も
の
安
全
」
が
あ
る
。
こ
の

中
で
ど
れ
が
一
番
重
要
と
考
え

る
か
。 教

育
行
政
は
何
が
重
要

Q子
ど
も
の
安
全
が
一
番
重
要
と

考
え
る
。
と
り
わ
け
生
命
・
身

体
の
安
全
性
の
確
保
に
は
留
意

し
て
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
教

育
環
境
整
備
に
お
い
て
は
、
当

然
な
が
ら
学
習
者
の
基
点
に
立

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
の
安
全
が
重
要

A

現
在
、
名
張
市
の
農
業
は
、
耕

作
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
耕
作
放
棄
地
が
拡

大
し
て
い
る
。
そ
の
発
生
防
止
、

解
消
の
対
策
を
問
う
。

耕
作
放
棄
地
対
策
は

Q平
成
27
年
度
末
現
在
、
本
市
の

耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
28
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。
全
体
の
約

３・
３
％
で
あ
り
増
加
傾
向
に
あ

る
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
計
画

を
策
定
し
、
市
内
３
地
区
の
地

域
別
計
画
の
支
援
を
し
て
い
る
。

国
に
よ
る
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
や
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、

農
地
の
保
全
・
再
生
・
営
農
活

動
支
援
な
ど
、
発
生
防
止
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
、
国
や
県

の
制
度
を
活
用
し
、
積
極
的
に

取
り
組
む
。

国
や
県
の
制
度
を
活
用

A

小
中
一
貫
教
育
を
、
小
学
校
と

中
学
校
の
併
設
型
で
実
施
予
定

で
あ
れ
ば
、
提
案
さ
れ
て
い
る

（
仮
称
）
桔
梗
学
園
を
４・
５
制

に
す
る
必
要
性
は
な
い
。
学
校

は
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
で

あ
り
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
守
っ

て
き
た
。
小
中
一
貫
教
育
は
急

が
ず
、
現
状
維
持
で
、
住
民
と

と
も
に
名
張
市
の
教
育
の
充
実

に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。
ま

た
、
将
来
中
学
校
単
位
で
、
施

設
一
体
型
を
目
指
す
の
か
。

小
中
一
貫
統
廃
合

Q桔
梗
学
園
に
つ
い
て
は
、
柔
軟

に
話
し
合
っ
て
い
く
。
施
設
一

体
型
に
つ
い
て
は
将
来
的
に
は

目
指
し
て
い
き
た
い
。

柔
軟
に
話
し
合
う

A

市
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
生

活
の
安
定
を
目
的
と
し
た
就
労

支
援
な
ど
行
っ
て
い
る
が
、
増

額
補
正
の
要
因
に
つ
い
て
問
う
。

生
活
保
護
事
業

Q平
成
28
年
11
月
末
現
在
、
保
護

世
帯
４
３
１
世
帯
で
前
年
度
よ

り
13
世
帯
増
と
な
っ
た
こ
と
に

加
え
、
医
療
機
関
へ
か
か
る
回

数
や
、
傷
病
の
重
症
化
に
よ
る

入
院
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
が

要
因
で
あ
る
。
就
労
支
援
と
し

て
支
援
員
２
人
を
配
置
し
、
ス

キ
ル
に
応
じ
た
面
接
指
導
、
就

労
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
見
守
り
を
通
し
、
生
活
保

護
受
給
か
ら
の
脱
却
を
図
り
生

活
基
盤
の
安
定
に
つ
な
げ
る
。

生
活
基
盤
の
安
定

A

柏 

元
三 

議
員

改
新

三
原 

淳
子 

議
員

日
本
共
産
党

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

𠮷
田 
正
己 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

市
は
、
平
成
28
年
３
月
に
「
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
た
。
目
的
は
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
市
民

の
理
解
を
深
め
、
差
別
を
な
く

す
共
生
社
会
の
実
現
で
あ
る
。

働
く
障
害
者
の
賃
金
向
上
と
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、

障
害
者
福
祉
施
設
な
ど
の
物
品

販
売
を
市
役
所
内
で
も
で
き
な

い
か
。 福

祉
施
設
の
物
品
販
売

Q市
内
に
お
け
る
障
害
者
福
祉
施

設
な
ど
の
物
品
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とれたて名張交流館の販売ブース

● 

補
正
予
算
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▼市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例等の一部改正　▼職員定数条例の一部改正　▼職員の退
職手当に関する条例の一部改正　▼市税条例の一部改正　▼国民健康保険税条例の一部改正　▼市立看護専門学校設置条例の一部改正　▼
市道路線の認定（２件）　▼平成28年度一般会計補正予算（第３号）　▼平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）　▼平
成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　▼平成28年度介護保険特別会計補正予算（第２号）　▼平成28年度後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）　▼一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正　▼市民陸上競技場改修工事請負変更契約の締結　
▼(議員提出議案)「食べてだあこ」名張のお菓子でおもてなし条例の制定　▼(議員提出議案)ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロッ
ク」の整備促進を求める意見書の提出

①…▼使用料、手数料等の適正化のための見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
②…▼農業協同組合法等の一部を改正する等の法律による農業委員会等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備等に関す
　　　る条例の制定　▼職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正　▼職員の給与に関する条例の一部改正

表決が
分かれた
議案

豊
岡

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員。　

浦
﨑

森
脇

三
原

阪
本

足
立 柏川

合
富
田
吉
住

永
岡

田
北

常
俊
森
岡

山
下

柳
生

幸
松

会派 改新 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

× ○ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯×

議
員
名

喜働
𠮷
田

○① ◯ ○
② ◯ ◯ ◯ ◯○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○

×
× ×

福
田
◯
○

（議長は採決には加わりません。〇は賛成した議員、× は賛成しなかった議員）

第 373 回定例会　審議結果

3月3月3月
  2月28日火
3月  3日金

6日月
7日火
8日水
9日木

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
当初予算

10日金
13日月
14日火
15日水
16日木
17日金
23日木

予算特別委員会（総務企画）
予算特別委員会（教育民生）
予算特別委員会（産業建設）
総務企画委員会
教育民生委員会　　
産業建設委員会
採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）が CATV で生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

　各定例会の開会から閉会まで、本会
議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンスコープ
203ch）で生中継されています。
　また、生中継を見られなかった人も、
インターネットで録画配信をご覧いただ
けます（おおむね 1週間後の配信）。

「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！

　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホームページ
から名張市議会をクリック）の左上バナーをクリックしてください。

ご意見・ご要望をお待ちしています
 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

　１２月９日に第３回議場コンサートを
開催しました。
　今回は、市内で活躍する「箕曲コー
ラス La.pesca（ラ・ペスカ）」さんに
出演いただきました。「翼をください」「い
のちの歌」「365 日の紙飛行機」など、
広く親しまれている歌を中心に披露さ
れ、議場はやさしい歌声で温かい空気に包まれました。議場には約 80 人
の皆さんにお越しいただき、コンサート終了後もたくさんの人に引き続き一
般質問を傍聴していただきました。

聴覚に障害のある人も手話通訳などを
介して本会議を傍聴していただけます。
手話通訳をご希望の場合７日前までに、
磁気誘導ループ装置の利用をご希望の場合
3 日前までに議会事務局にご相談ください。

 市議会の情報はホームページやフェイスブックでも
市議会 HP アドレス　  http://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html
また、フェイスブックページでは名張市議会に関する情報を随時掲載しています。
フェイスブックアドレス　 https://www.facebook.com/nabarishigikai

■ 第 3 回議場コンサートも大盛況

■ 第 4 回議場コンサート開催のお知らせ
　次回、第４回議場コンサートは、ハーモニカ奏者の後藤 誠司さんの出演
を予定しています。
日時　３月３日金　午前９時１０分～４０分（午前９時開場）
場所　名張市議会議場３階傍聴席　　◎入場無料。申込不要
※曲目など詳細につきましては、市ホームページや市議会フェイスブックに
てお知らせします。

　三重県菓子工業組合名張支部か
ら提出された「お菓子の日」条例
制定に関する要望書を受け、女性
議員全員で「食べてだあこ」名張
のお菓子でおもてなし条例案を提
出し、12月議会において全会一
致で制定しました。
　昨年3月議会では、議員提案により、「名張市ものづくり基本条
例」を制定し、ものづくりの技と心を受け継ぎその産業を発展させて
いく取組みがなされています。お菓子条例はこの取組みに加え、お菓
子によるおもてなしの心を伝えるとともに、名張のお菓子を市内外に
広めることを目的としています。
　※食べてだあこ…方言で「食べてください」の意味

■ 「食べてだあこ」名張のお菓子でおもてなし
　条例を制定

全会一致
議案


